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謹 賀 新 年
新年あけましておめでとうございます。日頃より地区交流センター事業

にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

昨年の交流センター事業では、「歴史研修講座」、「親子で楽しむアウ

トドア×防災」、「金沢伝統芸能フェスタ」などの事業を実施し、多くの

の方々に参加いただくとともに、コロナ禍での事業実施に際し、地域の皆

様には多大なるご支援・ご協力をいただきました。厚く御礼申し上げます。

生涯学習事業もコロナ禍ではありましたが、ほぼ全ての事業を予定通り

実施することができ、会員の皆さんも楽しく集い交流できたことを喜んで

おりました。交流センターでは、コロナ禍に対応しながら、今後も地域の

皆様の声を大切にして各種事業を運営し、内容の充実に努めてまいりたい

と思っております。

新しくやって来る２０２２年は、コロナを皆で乗り越えて、明るく笑顔

に満ちた年にしたいものです。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

金沢地区交流センター長 加賀谷 孔作
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除排雪作業時は安全対策を徹底しましょう！

以下７つのポイントに注意しながら、除排雪作業を行う場合は誘い合っ

て2人以上での作業を行いましょう！

①無理をせず、こまめに休憩を！
②2人以上で作業を！
③適切な服装で！
防 寒 着 ：薄手で防水性のあるもの
手袋・靴：防水性・防寒性のあるもの

金沢柵で青山学院大学の学生が発掘研修を行いました！
横手市が行う金沢柵の史跡調査に、青山学院大学の

考古学を専攻する学生が研修として参加しました。

研修では、遺跡の地面を掘り上げ見えてきた時代ご

との土の層を断面図にするため、測量や断面を削って、

層の境目を分かりやすくする方法などを学んでいまし

た。研修に参加した学生は真剣に発掘研修に取り組ん

でいました。

 １２月２９日（水）～１月３日（月）は休館日となります。施設予約・各種
証明書の発行は１月４日（火）から受付を開始いたします。

 除雪に関するお問合せは、横手地域課建設係【☎32-2725（平日日中）】又は
本庁舎【☎32-2111（休日夜間）】までお願いします。
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他館の講座情報（令和４年１月）

「大人と子どもの生涯学習奨励員によるサポートDAY事業

～“横手地域のまつりを感じよう”冬バージョン～」

内 容：梵天まつりの歴史や由来などを学び、
弁天の持ち方など体験。梵天制作の様子も見学

日 時：１月２９日（土）午前９時～正午
対 象：親子（小学生とその家族）
参加費：１組１００円（材料等）

募集期間：１月１１日（火）～２１日（金）

募集人数等：親子３０組
※応募多数の場合は、抽選。

連絡先：３５－２１３８
（あさくら館）

④ヘルメット・命綱・安全帯の装着を！
携帯電話を身につける！

⑤「はしご」をしっかり固定！
⑥屋根の落雪に注意！
⑦除雪機利用中の事故に注意を！

【主催】・横手生涯学習センター
・横手地域生涯学習奨励員


